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序二段の花房が七戦全勝、千秋楽の優
勝決定戦に進出した。部屋一同固唾を
飲んで見守るが、残念ながら惜敗。
しかし、三段目優勝決定戦で敗れた悔
しさを成長の糧にした二所ノ関親方の
目は、すでに花房の未来を感じたのか
穏やかだった。東洋大牛久高校出身で茨城での人気も
抜群、名古屋でも勢いを持続させ、三段目の土俵で大
暴れしてもらいたい。

花房が優勝逃すも七戦全勝の大活躍

かねてより建設中だった二所ノ関部屋が完成、6 月 
5 日に落成式をおこない、スタートしました。
広い敷地に二面の土俵、外にはバスケットコートまで
あり、環境は抜群です。
二所ノ関親方の思いが詰まったこの部屋で、今後どん
なドラマが生まれるのか、楽しみでなりません。

二所ノ関部屋ついに完成！

日体大時代の実績が認められて三段目付出としてデ
ビュー。実力を発揮して 6 勝も、本人も周囲も全勝
優勝を期待していただけに残念なムードは否めなかっ
た。しかし、それも期待の裏返し。二所ノ関親方、中
村親方の 2 人も認める実力の持ち主なだけに名古屋
場所でも期待大。

嘉陽がデビュー場所で大活躍

五月場所は筑波大学をお借りしていた最後の場所でし
た。力士達も奮戦し、いい成績を収めてくれました。
しかし、その一方であまり結果を出せなかった力士、
また悔しい一番があったのも事実です。
友風、花房はあと一歩のところで優勝を逃しました。特
に花房が優勝決定戦で敗れた姿は私と被って見えます。
私は三段目決定戦で敗れてから 1 年後には十両に昇
進しました。悔しさをバネに、ピンチをチャンスに変
えてほしいと思います。名古屋でも素晴らしい宿舎が
できました。名古屋の方々に喜んでもらえるよう、一
致団結して頑張ります。

二所ノ関親方の総評コーナー！

今回は七月場所から序ノ口に名前が載
る「高橋」に注目です。
福島県の出身、中学から新潟県糸魚川
市の能生中学へ相撲留学し、海洋高校
→日体大と相撲名門校のコースを歩ん
できました。右四つからの寄りの型を
しっかり持っており、馬力を活かして前に攻める相撲
が魅力です。
相撲人生の幸先の良いスタートを期待しています。

中村親方の！　注目力士コーナー！
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部屋頭の友風が 6 勝の大勝ち。関取が
視野に入る地位まで戻ってきた。
元々は幕内で金星経験もある実力者、
大怪我により番付を落としていたが、
奇跡的な関取復帰までもう少しである。
日々の稽古でもひた向きで、毎日の筋
力トレーニングは欠かさない。また力士達のまとめ役
として慕われているだけに、部屋全員が復活を待望し
ている。初金星を挙げた、縁起のいい名古屋で大勝負
が待っている。

友風 6勝　いよいよ幕下上位へ
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